
草原に生育する多年草で、全体に軟毛がある。高さは50-100cmで、葉身は線形で幅7-15mm。花序には、

長さ3-5cm程度の数個の枝をつけ、小穂は長さ5mm程度で、やや鋭頭に終わる。花期は7-10月。

確認記録は多いが、現存を確認できる生育地は減少し
ている。耕作地周辺の半自然草原にかろうじて現存し
ている。2020年版での新規掲載種。

生育地である草原の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、尼崎市、宝塚市、三田市、猪名川町、加古川市、三
木市、小野市、加西市、加東市、多可町、姫路市、市川町、宍
粟市、たつの市、上郡町、佐用町、豊岡市、養父市、香美町、
新温泉町、丹波篠山市、丹波市、淡路市

■ 国内分布

本州、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

イネ科

兵庫県ランク…ナルコビエ
環境省ランク… －Eriochloa  villosa  (Thunb.) Kunth


